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1.  平成22年3月期第1四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第1四半期 2,748 △23.6 △115 ― △49 ― △24 ―

21年3月期第1四半期 3,599 ― 133 ― 156 ― 66 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第1四半期 △1.77 ―

21年3月期第1四半期 4.71 4.69

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第1四半期 22,062 13,854 62.8 985.66
21年3月期 24,286 13,652 56.2 971.27

（参考） 自己資本   22年3月期第1四半期  13,854百万円 21年3月期  13,652百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 4.50 ― 4.50 9.00

22年3月期 ―

22年3月期 
（予想）

3.00 ― 3.00 6.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

5,900 △23.0 △240 △157.6 △240 △152.6 △150 △161.6 △10.67

通期 13,500 △17.5 135 △83.9 135 △85.1 60 △86.7 4.27

－1－



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
[（注）詳細は、5ページ【定性的情報・財務諸表等】 4.その他をご覧下さい。] 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

[（注）詳細は、5ページ【定性的情報・財務諸表等】 4.その他をご覧下さい。] 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の実績等は、様々な要因
により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】 3.連結業績予想に関する定性的情報をご覧
下さい。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第1四半期 15,160,000株 21年3月期  15,160,000株

② 期末自己株式数 22年3月期第1四半期  1,104,371株 21年3月期  1,103,993株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第1四半期 14,055,724株 21年3月期第1四半期 14,115,199株
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当第１四半期におけるわが国経済は、在庫調整の進展により生産、輸出の持ち直しの動きが見られる

ものの、生産水準は極めて低く、また企業収益の悪化に加え、設備投資の減少が続くなど、依然として

厳しい状況で推移するという経過を辿りました。  

この様な情勢の中で、当社グループは新商品の開発、提案型営業の積極的展開、品質ならびに生産性

の向上、さらにはコストダウンや経費の削減に全社を挙げて努力してまいりました。しかしながら、当

社グループの連結業績は、輸出の減少に加え、設備投資圧縮の影響を受け、受注高は27億3千1百万円

（前年同期比36.0%減）、売上高は27億4千8百万円（前年同期比23.6%減）となりました。また、損益に

おいては、経常損失は4千9百万円（前年同期は、経常利益1億5千6百万円）、四半期純損失は2千4百万

円（前年同期は、四半期純利益6千6百万円）となりました。 

各部門別の概況は次のとおりであります。 

  
[搬送機械部門] 

搬送機械部門では、既存顧客からのリピート受注、ピッキングシステムや新商品を使ったソリューシ

ョンを提案するとともにサービス・メンテナンスにも注力し、拡販を図ってまいりました。しかしなが

ら、昨年秋以降、実体経済の悪化に伴う設備投資減少の影響を受けるなど、依然として厳しい状況で推

移しており、その結果、受注高は13億3千6百万円（前年同期比36.9%減）、売上高は15億2千万円（前年

同期比6.2%減）となりました。 
  

[産業機械部門] 

産業機械部門では、新商品の市場投入による民間需要の掘り起こしや既存市場におけるシェアアップ

に注力いたしました。その結果、受注高は9億6千6百万円（前年同期比1.9%増）、売上高は7億2千4百万

円（前年同期比11.8%減）となりました。 
  

[精密機械部門] 

精密機械部門では、新商品の市場投入ならびに新規商社の開拓や輸出に注力するとともに、放電機械

は、デジタル家電や医療・自動車向け、工作機械は、自動車・ＩＴ業界などに拡販を図ってまいりまし

た。しかしながら、円高に加え、世界的な需要の減退から工作機械業界の受注は前年の8割減と低水準

が続いており、受注高は、3億9千3百万円（前年同期比64.6%減）、売上高は、4億2千2百万円（前年同

期比59.8%減）となりました。 
  

[その他の部門] 

その他の部門では、立体駐車装置などの拡販を図ってまいりましたが、受注高は3千5百万円（前年同

期比62.5%減）、売上高は8千万円（前年同期比23.8%減）となりました。 

  

(1)財政状態 

（資産） 

 当第１四半期末の資産合計は、前連結会計年度末より、22億2千4百万円減少し、220億6千2百万円と

なりました。その主な要因といたしましては、搬送機械工場等の設備や法人税、配当金等の支払により

現金及び預金が5億9千4百万円、売上高の減少によって受取手形及び売掛金が14億4千1百万円、仕入の

減少によって原材料及び貯蔵品が2億9千万円、それぞれ減少したことなどによるものであります。 

（負債） 

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報
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負債の部では、前連結会計年度末より24億2千6百万円減少し、82億8百万円となりました。その主な要

因といたしましては、売上高の減少に伴い仕入が減少し支払手形及び買掛金が17億3千1百万円、法人税

の支払により未払法人税等が1億8千万円、設備の支払いなどにより未払金等が減少したことで流動負債

のその他が5億1千9百万円減少したことなどによるものであります。 

（純資産） 

純資産の部は、前連結会計年度末より2億1百万円増加し、138億5千4百万円となりました。その主な要

因といたしましては、利益剰余金が8千8百万円減少しましたが、時価評価により、その他有価証券評価

差額金が2億9千万円増加したことによるものであります。 

  

(2)キャッシュ・フロー 

当第１四半期連結累計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前

連結会計年度末に比べ5億9千4百万円減少し、22億9千8百万円となりました。 

 各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果、減少した資金は1億5千4百万円となりました。これは主に、売上債権の減少14億4千1

百万円やたな卸資産の減少4億1千4百万円がありましたものの、仕入債務の減少16億7千5百万円や法人

税等の支払1億5千万円の支出があったことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果、減少した資金は3億8千4百万円となりました。これは主に、有形固定資産の取得によ

る支出3億8千4百万円があったことによるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果、減少した資金は5千5百万円となりました。これは主に、配当金の支払5千4百万円を

行ったことによるものであります。 

  

当四半期の業績につきましては、概ね予想通りに推移しております。従いまして、現段階では平成21年

5月13日の発表時の業績予想数値を継続したいと考えます。 

今後、何らかの変化がある場合には適切に開示してまいります。 

  

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がな

いと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

②棚卸資産の評価方法 

 当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出につきましては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度

末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

③固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す

る方法によっております。 

④繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等に著しい変化が

なく、かつ一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使

用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

    「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関す

る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を当第１四半期連結会

計期間より適用しております。これによる影響はありません。 

  

   

   

  

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,598,732 3,192,926

受取手形及び売掛金 5,323,215 6,764,880

仕掛品 953,293 1,079,387

原材料及び貯蔵品 780,722 1,071,123

その他 284,269 247,198

貸倒引当金 △15,105 △21,059

流動資産合計 9,925,127 12,334,455

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,178,752 3,215,675

土地 5,115,014 5,115,014

その他（純額） 721,704 774,653

有形固定資産合計 9,015,472 9,105,343

無形固定資産 25,852 26,580

投資その他の資産   

投資有価証券 1,847,792 1,437,508

その他 1,304,154 1,438,768

貸倒引当金 △56,300 △56,200

投資その他の資産合計 3,095,647 2,820,077

固定資産合計 12,136,971 11,952,002

資産合計 22,062,099 24,286,457
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,751,173 4,482,868

短期借入金 620,250 620,250

未払法人税等 18,720 199,162

その他 1,060,577 1,579,683

流動負債合計 4,450,721 6,881,963

固定負債   

長期借入金 336,000 336,000

再評価に係る繰延税金負債 1,989,538 1,989,538

退職給付引当金 1,114,281 1,096,991

役員退職慰労引当金 145,667 153,814

その他 171,817 176,044

固定負債合計 3,757,305 3,752,388

負債合計 8,208,027 10,634,352

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,658,400 2,658,400

資本剰余金 2,502,759 2,502,759

利益剰余金 5,579,446 5,667,550

自己株式 △289,799 △289,713

株主資本合計 10,450,806 10,538,996

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 502,019 211,863

土地再評価差額金 2,901,245 2,901,245

評価・換算差額等合計 3,403,265 3,113,109

純資産合計 13,854,072 13,652,105

負債純資産合計 22,062,099 24,286,457
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

売上高 3,599,511 2,748,705

売上原価 2,709,206 2,227,542

売上総利益 890,305 521,162

販売費及び一般管理費 756,534 636,548

営業利益又は営業損失（△） 133,770 △115,385

営業外収益   

受取利息 3,103 373

受取配当金 18,075 19,122

保険解約返戻金 － 27,941

助成金収入 － 19,409

その他 8,253 7,656

営業外収益合計 29,432 74,504

営業外費用   

支払利息 3,959 3,497

その他 2,361 4,680

営業外費用合計 6,320 8,177

経常利益又は経常損失（△） 156,881 △49,059

特別利益   

貸倒引当金戻入額 2,800 4,900

その他 31 －

特別利益合計 2,831 4,900

特別損失   

たな卸資産評価損 16,895 －

その他 3,126 －

特別損失合計 20,021 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

139,692 △44,159

法人税、住民税及び事業税 32,547 18,565

法人税等調整額 40,670 △37,873

法人税等合計 73,217 △19,308

四半期純利益又は四半期純損失（△） 66,474 △24,851
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

139,692 △44,159

減価償却費 89,628 95,498

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △32,684 △18,995

退職給付引当金の増減額（△は減少） △20,829 17,290

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △76,941 △8,146

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,846 △5,854

受取利息及び受取配当金 △21,178 △19,496

支払利息 3,959 3,497

たな卸資産評価損 16,895 －

売上債権の増減額（△は増加） 447,383 1,441,556

たな卸資産の増減額（△は増加） △36,290 414,920

仕入債務の増減額（△は減少） △1,247,247 △1,675,913

その他 3,294 △220,799

小計 △738,164 △20,599

利息及び配当金の受取額 21,178 19,496

利息の支払額 △3,654 △3,218

法人税等の支払額 △492,688 △150,075

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,213,329 △154,398

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △42,599 △384,746

有形固定資産の売却による収入 950 －

投資有価証券の取得による支出 △210 △379

貸付金の回収による収入 691 83

その他 729 261

投資活動によるキャッシュ・フロー △40,439 △384,780

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の処分による収入 1,968 －

自己株式の取得による支出 △10,331 △86

配当金の支払額 △114,480 △54,927

財務活動によるキャッシュ・フロー △122,844 △55,014

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,376,613 △594,193

現金及び現金同等物の期首残高 4,281,952 2,892,926

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,905,339 2,298,732
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  該当事項はありません。 

  

１．事業の種類別セグメント情報 

事業の種別として「産業機械関連事業」及び「その他の事業」に区分しておりますが、当第１四半期

連結累計期間及び前第１四半期連結累計期間につきましては、全セグメントの売上高の合計、営業利益

及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める「産業機械関連事業」の割合がいずれも90％を超えて

いるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 
  

２．所在地別セグメント情報 

当第１四半期連結累計期間及び前第１四半期連結累計期間において、本邦以外の国又は地域に所在す

る連結子会社及び重要な在外支店がないため該当事項はありません。 
  

３．海外売上高 

前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日～平成20年6月30日） 

（単位：千円）   

 
    （注）1.国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

            2.各区分に属する主な国または地域 

アジア: 東アジア及び東南アジア諸国 

欧 米：ヨーロッパ諸国及び米国 

            3.海外売上高は、当社の本邦以外の国または地域における売上高であります。 

  

当第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日～平成21年6月30日） 

（単位：千円）   

 
    （注）1.国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

            2.各区分に属する主な国または地域 

アジア: 東アジア及び東南アジア諸国 

欧 米：ヨーロッパ諸国及び米国 

              3.海外売上高は、当社の本邦以外の国または地域における売上高であります。 

  

 該当事項はありません。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

アジア 欧米 計

Ⅰ 海外売上高 750,953 2,900 753,853

Ⅱ 連結売上高 ― ― 3,599,511

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

20.8 0.1 20.9

アジア 欧米 計

Ⅰ 海外売上高 177,926 521 178,447

Ⅱ 連結売上高 ― ― 2,748,705

Ⅲ 連結売上高に占める 
    海外売上高の割合(％)

6.5 0.0 6.5

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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